
１．研修要領
    ・募集定員 15名 （先着順、1社2名までとします）
　　・研修会場 長崎三菱信用組合（りょうしん）本店５F会議室
　　・講　　師 ㈱MHPSコントロールシステムズ

講師：村上美恵子氏　又は三條西公朋氏
　　・開催月日 H28年12月15日(木）
　　・実施時間・日数 9:30～16:30 (6時間/日）・1日
　　・受 講 料 無料（JISAとNISAで負担）
　　・演習用機材費用 5,000円（税別）

２．対象者

３．カリキュラムの概要

４．カリキュラムの詳細 1日間（6.0時間）

科目 時間 科目の内容

１．シミュレーションによる
　　サイバー攻撃と
　　セキュリティ対策演習

2.5 ・セキュリティ対策演習（体感）

２．制御システム
　　セキュリティ講座

2.5

・制御システムのセキュリティとは
・サイバーインシデントの事例
・制御システムのリスクと対策
・制御システムのセキュリティ規格
・マネジメントシステムの構築

３．シミュレーションによる
　　サイバー攻撃と
　　セキュリティ対策演習（

1.0 ・セキュリティ対策演習（復習）

6.0

５．使用教材
オリジナルテキスト（２、セキュリティ講座についての資料を配布します。）

６．その他
演習用機材は、MHPSコントロールシステムズにて準備します。持ち帰りはできません。

J1. サイバーセキュリティ研修

現場から責任者まで、サイバーセキュリテイを担当する方。

 サイバー攻撃の脅威は、企業の情報システムだけではなく、重要インフラ施設や工場設備などの
制御システムにも及び始めました。本研修では、サイバー攻撃を理解するだけにとどまらず、実際
にインシデントが起きた時に、どう対処するかを演習を通じて学んでいただきます。
 演習には、アンチウィルスベンダー大手のカスペルスキー社が提供するサイバー演習を用います。 
 昨年、アンチウィルスベンダー大手のカスペルスキー社CEOであるユージン・カスペルスキー氏に
長崎で講演いただき、そこでカスペルスキーのゲーム型演習ツール（KIPS)を紹介しましたが、今年
は、JISA,NISAに費用負担いただく事で、この演習を、安価に皆さまに体験いただきます。
同演習は、火力原子力発電協会の大学講座でも実施されています。
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